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１．概況 

 平成２３年１１月２７日（日），土木の日熊本実行委員会と八代市が主催となり，八代市

防災フェアを開催しました．開催実施要領および周知用パンフレットを以下に記します． 

（目 的） 

地域の防災関係者や一般市民を対象に、防災に関する啓発を図るために「防災まちづくり

講演会」を開催しているところですが、はしご車体験搭乗、降雨体験、救命救急訓練体験、

実験コーナー、防災グッズ等の展示などを併せて開催することにより、多くの市民に ”災

害から身を守るために” 「聞いて」、「見て」、「体験して」いただき、自助・共助の促進に

寄与することを目的とする。 

（日 時） 平成２３年１１月２７日（日） 時間：午前９時３０分～午後３時 

（場 所） やつしろハーモニーホール 「多目的広場」、「多目的ホ－ル」、「市民ホ－ル」 

（主 催） 八代市、「土木の日」熊本実行委員会 

（共 催） 熊本高等専門学校 八代キャンパス、八代広域行政事務組合消防本部、(株)ＮＴ

Ｔドコモ、(株)エフエムやつしろ 

 

 



２．講演会 

 まず，９時３０分から１０時５０分まで，防災システム研究所所長の山村武彦氏をお招

きし，「“大地震に備える”～我が家と地域の防災対策～」といったテーマで講演会を行い

ました．山村氏は講演会の中で，「自助・共助・公助といわれる災害時の対応だけではなく，

新たに『近助』という概念を取り入れるべきである．近助とは，自助と共助の間に位置す

るものであり，助けることができるのは近くにいる人で，自主防災組織よりもさらに小さ

い組単位での助け合いの体制を作ることが急務である」と述べられておりました．３００

名近い来場者は，真剣に講演を聞き入っておりました． 

 

３．展示ブース 

 １１時より，展示ブースが開放され，講演会を終えた来場者が多く見学されました．

TEC-FORCE VC（映像共有遠隔防災会議）の実演や，液状化・土砂災害の実験等，多く

の来場者を湧かせました．また，屋外では，はしご車体験搭乗や降雨体験車なども設置さ

れ，来場者は行列を作って体験しておりました． 

 

展示ブースに訪れた来場客 TEC-FORCE VC 実演の様子 

災害に関する実験コーナー 降雨体験車 




